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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月10日(2014.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ニッケル、コバルト及びマンガンを含有し、層状構造を有するリチウム二次電池用正極
活物質であって、下記要件（１）～（３）の全てを満たすリチウム二次電池用正極活物質
。
（１）一次粒子径が０．１～１μｍかつ、二次粒子径が１～５μｍ
（２）ＣｕＫα線を使用した粉末Ｘ線回折測定において、
　　　２θ＝１８．７±１°の範囲内のピークにおける結晶子サイズが
　　　５００～１０００Å、
　　　かつ、２θ＝４４．６±１°の範囲内のピークにおける結晶子サイズが
　　　２００～６５０Å
（３）水銀圧入法によって得られた細孔分布において、
　　　細孔径が３０～１５０ｎｍの範囲に細孔ピークを有し、
　　　かつ、該範囲での細孔容積が０．０１～０．０５ｃｍ３／ｇ
【請求項２】
　前記２θ＝４４．６±１°の範囲内のピークにおける結晶子サイズが、２００～６００
Åである請求項１記載のリチウム二次電池用正極活物質。
【請求項３】
　一般式ＬｉａＭ１

ｓＭ２
１－ｓＯ２（Ｍ１は、Ｎｉ、Ｃｏ及びＭｎで構成される必須金

属、Ｍ２は、Ｆｅ、Ｃｕ、Ｔｉ、Ｍｇ、Ａｌ、Ｗ、Ｚｎ、Ｓｎ、Ｚｒ、Ｇａ及びＶのうち
いずれか１種以上の任意金属を表し、ａは０．９≦ａ≦１．２、ｓは０．９≦ｓ≦１とす
る）で表される、請求項１または２記載のリチウム二次電池用正極活物質。
【請求項４】
　ＢＥＴ比表面積が０．８～４ｍ２／ｇである請求項１～３のいずれかに記載のリチウム
二次電池用正極活物質。
【請求項５】
　粒子内部に空隙を有する請求項１～４のいずれかに記載のリチウム二次電池用正極活物
質。
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【請求項６】
　ＬｉａＮｉｘＣｏｙＭｎｚＯ２（ここで、０．９≦ａ≦１．２、０．３＜ｘ＜１、０≦
ｙ＜０．４、０＜ｚ＜０．４、ｘ＋ｙ＋ｚ＝１とする）で表される請求項１～５のいずれ
かに記載のリチウム二次電池用正極活物質。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載のリチウム二次電池用正極活物質を有するリチウム二次
電池用正極。
【請求項８】
　請求項７に記載のリチウム二次電池用正極を有するリチウム二次電池。
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